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　近年、人口減少を背景として、幅広い業種で人手不足が深刻な課題となっ

ている一方で、まだまだ元気で働く意欲のあるシニアが増えてきています。

また、「人生100年時代」の到来を見据え、健康で意欲のある限り働き続け

ることができる「生涯現役社会」の実現に向けた環境づくりも進んできてい

るところです。

　これまでの人生で培った豊富な知識や幅広い経験を持つシニアの力を取り

込んでいくことは、人手不足の解消にとどまらず、企業の一層の発展につな

がるものと考えております。

　本冊子では、シニア雇用のルールなどの基本的な事項から、シニアならで

はの働き方や強み、企業での取組事例などの実践的な内容まで、幅広く紹介

しています。本冊子がシニア人材の活用に向けた取組の一助となれば幸いです。

　最後に、本冊子の作成に当たりご協力いただいた企業並びに関係機関の皆

様に、心から感謝申し上げます。

令和２年９月

新潟県生涯現役促進地域連携協議会

代表　髙橋香苗
（新潟県 しごと定住促進課長）
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Ⅰ
企業がシニア人材活用に取り組む背景



新潟県の2015年の生産年齢人口（15歳～64歳）は134万人程度となっていますが、2045年には83万4,000人程
度まで減少すると推計されています。

一方、高齢者（65歳以上）は、2015年は68万8,000人程度（全体に占める割合：29.9％）ですが、2045年には
69万5,000人程度（全体に占める割合：40.9％）に増加すると推計されています。

このことから生産年齢人口の減少による労働力不足が懸念され、県内の企業にもAI・IoT等の技術の活用、多様
な人材の確保や多様な働き方を取り入れるなど工夫しながら、対応していく必要があります。

実際に、全国の中小企業を対象とした調査では、７割以上が人手不足を感じており、そのうち５割以上が「かな
り深刻」「深刻」と感じており、人口減少に伴う労働力不足は喫緊の課題であることが分かります。

新潟県人口の
３人に１人が高齢者。

今後、さらに
高齢者の割合が

大きくなると予測

すでに、
多くの中小企業で
深刻な人手不足が
課題となっている

１　人口減少に伴う労働力不足

中小企業基盤整備機構『人手不足に関する
中小企業への影響と対応状況』（平成29年）

国立社会保障・人口問題研究所『日本の地域別将来推計人口（平成30年推計）』

人手不足を感じていますか。

 新潟県の将来の推計人口（年齢階級別）
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「人手不足」が企業の深刻な課題に！
人材確保や業務プロセスの改善が求められています！

Q
Q
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人口減少に伴う労働力不足への対応として「多様な人材の確保」を挙げましたが、シニア人材の活用も選択肢の
一つです。最近のシニアのイメージとして「アクティブ」という言葉が使われることを聞いたことがある方も多い
と思いますが、下記のデータから、実際に健康寿命（健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期
間）が、男女ともに延伸していることが分かります。

また、国の調査によると、シニア（55歳以上、全国）の８割近くが、「健康上の問題で日常生活に影響がない」と
答えています。

働く上では、健康面に問題のないことが重要ですが、多くのシニアの方は、その点でも大丈夫と言えそうです。

定年年齢を
過ぎても、まだまだ
元気で活動できる

シニアはとても多い

２　健康寿命の延伸

あなたは、現在、健康上の問題で日常生活に何か影響がありますか。

 健康寿命（男性）  健康寿命（女性）

厚生労働省公表資料を基に作成
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内閣府『高齢者の健康に関する調査』（平成29年度）

Q
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３　高いシニアの就労意欲
シニアの７割

以上が働き続ける
ことを希望

働く上で、もう一つ重要なことがあります。それは「やる気」です。シニアの働く
意欲について国が行った調査では、シニア（60歳以上、全国）の７割以上が収入を伴
う仕事をしたいと考えているという結果が見られました。

また、新潟労働局が公表している資料によると、65歳以上の新規求職申込件数は増加傾向にあり、単に意識面に
留まらず、実際に求職活動をしているシニアが増えていることがわかります。

 新規求職者数（パートを含む常用）

あなたは、何歳ごろまで収入を伴う仕事をしたいですか。Q

内閣府『高齢者の日常生活に関する意識調査』（平成26年度）
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新潟労働局『労働市場月報』
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４　新潟県内のシニア人材活用の状況
これまで企業がシニア人材活用に取り組む背景を説明してきましたが、実際に新潟県内ではどれくらいのシニア

の方が働いているのでしょうか。
新潟労働局が公表した資料によると、令和元年６月１日時点で、従業員31人以上の企業（3,341社）で働く60歳

以上の常用労働者は５万8,897人でした。

また、従業員31人以上の企業における高年齢者雇用確保措置（ｐ６参照）の実施状況は、全体の99.9％となって
おり、ほとんどの企業で65歳まで働くことができることとなっています。

しかし、66歳以上となっても働くことができる制度のある企業となると全体の33.8％となっており、まだまだ多
くの企業が65歳までの雇用に留まっているのが現状です。

人口減少に伴う労働力不足や、65歳以上の働きたいシニアが増加傾向にある状況を考慮すれば、企業において65
歳以降への定年延長や継続雇用制度の導入、積極的なシニアの雇用など、シニア人材を活用していただくことが重
要です。

 60歳以上の常用労働者の推移

 県内企業（31人以上規模）の65歳までの雇用確保措置実施状況

 66歳以上となっても働ける制度のある県内企業（31人以上規模）の状況

県内企業でも
シニア人材活用は
進められているが、

65歳以降も働き続け
られる企業はまだまだ

少ない

新潟労働局『令和元年「高年齢者の雇用状況」集計結果』

令和元302928272625242322平成21

（人）
54,765

58,897

50,600
46,653

44,029
40,273

37,14436,171
33,256

30,680
27,499

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

新潟労働局：「高年齢者の雇用状況」集計結果

定年制の廃止 1.4%

定年の引上げ
17.3%

継続雇用制度の導入
81.2%

未実施 0.1%

全体の99.9％の企業が、65歳までの雇用確保措置を実施している

定年制の廃止 1.4%
66歳以上定年 2.3%

希望者全員66歳以上 7.4%
基準該当者
66歳以上

9.7%

その他の制度
で66歳以上

まで雇用
13.0%

制度なし
66.2%

66歳以上となっても働ける制度のある
企業は全体の33.8％に留まる
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（参考）シニアを雇用する上でのルール

１　65歳までの雇用機会の確保

（１） 60歳以上定年（高年齢者雇用安定法※第８条）
従業員の定年を定める場合は、その定年年齢は60歳以上とする必要があります。

（２） 高年齢者雇用確保措置（高年齢者雇用安定法第９条）
　定年年齢を65歳未満に定めている事業主は、その雇用する高年齢者の65歳までの安定した雇用を確保するため、

「65歳までの定年の引上げ」「65歳までの継続雇用制度※の導入」「定年の廃止」のいずれかの措置（高年齢者雇用
確保措置）を実施する必要があります。
※�「継続雇用制度」とは、雇用している高年齢者を本人が希望すれば定年後も引き続いて雇用する「再雇用制度」などの制度をいいます。

２　中高年齢離職者に対する再就職の援助

（１） 中高年齢者の再就職援助（高年齢者雇用安定法第15条）
事業主は、解雇等により離職が予定されている45歳以上65歳未満の従業員が希望するときは、求人の開拓など

本人の再就職の援助に関し、必要な措置を実施するよう努める必要があります。

（２） 求職活動支援書の交付（高年齢者雇用安定法第17条）
　事業主は、解雇等により離職が予定されている45歳以上65歳未満の従業員が希望するときは、「求職活動支援
書」を作成し、本人に交付する必要があります。

３　高年齢者雇用に関する届出

（１） 高年齢者雇用状況報告（高年齢者雇用安定法第52条第１項）
事業主は、毎年６月１日現在の高年齢者の雇用に関する状況（高年齢者雇用状況報告）をハローワークに報告

する必要があります（毎年報告時期になりますと、ハローワークから従業員31人以上規模の事業所に報告用紙が
送付されます）。

（２） 多数離職届（高年齢者雇用安定法第16条）
事業主は、１か月以内の期間に45歳以上65歳未満の者のうち５人以上を解雇等により離職させる場合は、あら

かじめ「多数離職届」をハローワークに提出する必要があります。

４　継続される有期雇用労働者の無期転換申込権の特例
有期労働契約が繰り返し更新されて通算５年を超えたときは、労働者の申込みにより、期間の定めのない労働契

約（無期労働契約）に転換できる「無期転換申込権」が発生します（労働契約法）。ただし、高度な専門的知識等を
有する有期雇用労働者と、定年後引き続き継続雇用される有期雇用労働者については、一定の条件と手続きのもと
で、「無期転換申込権」が発生しない特例があります（専門的知識等を有する有期雇用労働者等に関する特別措置法）。

※高年齢者等の雇用の安定等に関する法律

6



事業主に望まれること
各事業所においては、それぞれの事業所の実情に応じて、次のような措置を実施することが望まれています。

　１　65歳以降も意欲と能力に応じていつまでも働き続けられる制度の導入
　２　高年齢者の働きやすい職場づくり

《高年齢者のための職場づくりについて望まれること》
●作業設備の改善
●高年齢者の職域拡大
●短時間勤務等の雇用形態の多様化をはじめとする雇用管理制度の改善などの取組

資料：厚生労働省ホームページ
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Ⅱ
シニアの強みを知ろう



フレキシブルな働き方ができる！

豊富な経験と知識！

シニアの
強みを活かした

業務分担や勤務形態を
考えてみましょう

強み

1

強み

2

国の調査によると、雇用されているシニア（65歳以上）の４人に３人は非正規の職
員・従業員となっています。

非正規の職員・従業員についた主な理由をみると、男性、女性ともに「自分の都合
のよい時間に働きたいから」が最も多く、短時間勤務や一定期間だけ働くというス
タイルは、シニアが希望する働き方の一つと言うことがわかります。
「新規に従業員を採用するほどの業務量ではないが、毎日行う業務がある」、「繁忙

期だけ人手が必要」といったケースで、対応する既存従業員の負担が増えてしまうこ
とが課題という企業は少なくないと思いますが、勤務日数や勤務時間を工夫しながら、
シニア人材を活用してみませんか。

これまでの学習、経験によって形成される知識や判断力、理解力により、物事に対処する能力のことを「結晶性
知能」といい、60歳ごろまで上昇し、その後なだらかに低下しますが、70歳代でも20歳代に近い能力が維持される
と言われています。

長く働いてきたシニアは知識と経験を持っている方が多いですが、シニアを企業の戦力とするためには、その過
去の職務経験が活かせる業務を行ってもらうことがポイントとなります。また、その経験と知識を中堅・若手の従
業員に伝承していくことで人材の育成が図られます。

シニア人材を活用することで、企業は労働力確保以外にも次のようなメリットが期待！
❶�若手職員も長く働き続けられるという将来像が描けるようになり、従業員の職場定着や、職場全体の活性化

につながる。
❷�シニアが、ノウハウや技術を中堅・若手の従業員に伝承することで、従業員のスキルアップ、人材育成につながる。
❸�シニアが働きやすい職場環境を整えることは、結果としてシニア以外の従業員にとっても働きやすい職場となる。

自分の都合の
よい時間に
働きたいから
30.9%

専門的な
技能等を

いかせるから
17.5%

家計の
補助・学費等
を得たいから
16.5%

専門的な
技能等を

いかせるから
8.2%

正規の職員・
従業員の

仕事がないから
10.3%

正規の職員・
従業員の

仕事がないから
5.3%

通勤時間が
短いから
4.1%

通勤時間が
短いから
7.6%

家事・育児・
介護等と両立
しやすいから
1.0%

男　性 女　性

家事・育児・
介護等と両立
しやすいから
7.0%

その他
19.6% 自分の都合の

よい時間に
働きたいから
38.6%

家計の補助・
学費等を
得たいから
21.1%

その他
12.3%

非正規の職員・従業員の高齢雇用者が現在の雇用形態についた主な理由別内訳（労働力調査 2019年）
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Column

どこにでもあって、いつでも営業していて、品揃えも豊富で、銀行ATMまであると言えば、そう！

「コンビニエンスストア」です。世代を問わず、ほとんどの方が利用したことがあると思いますが、何

となく『コンビニで働いている店員は若者が多い』というイメージをお持ちではないでしょうか。

　実は、現在、コンビニの店員として活躍するシニアが増えており、テレビや新聞でとりあげられるほ

ど注目されています。

　株式会社セブン-イレブンジャパンが展開するセブン-イレブンは、新潟県内に400店舗以上あり、そ

のうち約200店舗で300名以上のシニア（65歳以上）の店員が働いているそうです。80歳以上の方も在

籍していますので、正にアクティブシニアです‼

　それでは、株式会社セブン-イレブンジャパンが積極的にシニアの方を雇用する理由は何でしょうか？

理由の一つは、コンビニを利用するお客様自体にシニアの方が増えているということ。比較的、年齢の

近い店員が店舗にいることで、シニアのお客様が安心してお買物ができるそうです。

また、シニアには地域の事情通の方が多く、その地域特性に合った店舗の品揃えやサービスが提供で

きる（例えば、若者が多い地域ではガッツリ系のお弁当を充実させる等）というメリットもあります。

　働くシニアの方にとっても、通勤可能な範囲に職場がある、ある程度自分の都合に合った時間帯で勤務

ができるといったメリットがあり、雇用する側、働く側の両方にとってWIN-WINの関係ができています。

　元気で働きたいシニアの方は健康寿命の延伸もあり増えています。シ

ニア人材の経験・知識・判断力を活用することは、企業にとって大きな

戦力になると言えるでしょう。

　まずは、セミナーや説明会に参加したり、実際にシニアの方と面談し

てみたりしながら、シニア人材の活用に取り組んでみてはいかがでしょ

うか？

コンビニの店員と聞いてイメージするのは…？
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Ⅲ
シニア人材活用事例の紹介



シニア人材活用事例❶  

株式会社 原信・株式会社 ナルス
●所 在 地　新潟県長岡市（本社）　県内で71店舗※展開
●事業内容　スーパーマーケットの運営
●設　　立　昭和42年
●従業員数　9,722人（うち60歳以上1,530人）※

※原信・ナルスの合計（2018年６月１日現在）

「できるだけ長く働いてほしい」という思い
当社では、店舗単位で雇用する従業員※として、パートナー社員・シニアパートナー

社員、アルバイト・シニアアルバイトという雇用区分を設けていますが、平成30年
１月に雇用年齢を拡大し、最長で75歳まで勤務できるようにしました。

これは「できるだけ長く従業員に働いてほしい」という思いから拡大したものです
が、既存の従業員に限らず、シニアの新規雇用も含めて取組を進めています。

シニアに特化して雇用を進めているということではなく、元気で働く意欲のあるシ
ニアが増えているという社会情勢に適した雇用制度に改正していくことや、それが従業員の世代構成に反映される
ことは、ある意味で自然なことと捉えています。
※会社が雇用するレギュラー社員、嘱託社員以外の従業員で、原則、店舗間の異動はなし

雇用区分に応じて労働条件・技能要件を設定
パートナー社員の定年は60歳となっていますので、定年後に再雇用を希望する場合や60歳以上の方を新たに雇

用する場合は、シニアパートナー社員（定年70歳）又はアルバイト（定年70歳）の雇用区分となります。シニアア
ルバイトについては再雇用の方に限定した雇用区分となりますが、75歳まで働くことができる制度となっています。

採用時や、60歳・65歳・70歳それぞれの時点で検定を実施し、一定以上の技術・マナーが保有・維持されてい
るかどうかを確認することで、サービスの質を確保しています。

シニア雇用の取組① 人事担当の立場から

人事教育部教育企画室

小川室長（取材時）

お話を
伺った方

■ 原信・ナルスのパートナー社員/アルバイトの雇用区分

パートナー社員 シニアパートナー社員 アルバイト シニアアルバイト

年　　齢 ～60歳（定年） 60～70歳（定年） ～70歳（定年） 70～75歳（定年）
※再雇用のみ

勤務時間 週20時間（１日４時間×５日） 週20時間未満

雇用継続 新たな人材活用
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人生経験がある分、相手の立場で考えることができる
現在、原信河渡店で働く従業員で60歳以上の方は、58人（うちシルバー人材センター

からの派遣が６人）おり、こちらの期待に十分にこたえる働きぶりをしていただいています。
特に、シニアの方々は人生経験が豊富な分、相手の立場で物事を考えることができ、

お客様や従業員同士とのコミュニケーションの面で、とても円滑に対応してくれます。そ
こは若い方だと、なかなか難しいところもあると思いますので、とても助かっています。

配慮していること
労務管理の面では、やはり健康やケガについては、気をつけるようにしています。
例えば風邪が流行っている時期には、手洗い・うがいを心掛けるように、冬季には雪で滑って転んだりしないよ

うにと、朝礼の機会などを通じて伝えています。シニアの方々は、伝えた意図をしっかりと受け止め、実践してく
れるので、朝礼等での伝達は有効だと思います。

原信河渡店で働く２名のシニアパートナー社員の方にお話を伺いました。

シニア雇用の取組② 上司の立場から

シニア雇用の取組③ 働く立場から

シニアパートナー社員

加藤ひとみさん（63歳）

再雇用制度の活用
どのようなお仕事をしていますか？

アシスタントチーフとして、惣菜の製造、事務、新たに入店した従業員の
教育などを行っています。
業務内容は、定年前と定年後では変わっていませんが、仕事自体は、毎日
変化があって楽しいです。商品が上手にできて、お客様が嬉しそうにご購
入いただく姿を拝見すると、喜びを感じます。

再雇用制度を活用した理由は？

収入面の理由もありましたが、休暇がとりやすいことや、従業員同士の関
係も良好で、現職場が働きやすかったことも大きな理由です。また、定年
後も10年以上働くことができ、再雇用制度を活用して働く先輩方も身近に
いたので、具体的に働き続けることのイメージを持つことができました。

Ｑ
Ａ

Ｑ
Ａ

シニアパートナー社員

内島 和廣さん（67歳）

シニア新規採用
どのようなお仕事をしていますか？

業務は肉の加工を行っており、午後１時から午後５時まで働いています。
以前は飲食業界で働いていて、今でも料理を趣味としているので、働くに
あたって業務内容に対する不安は特にありませんでした。

仕事で「やりがい」と感じることは？

毎日職場でいろいろな食材を見ていると、このような惣菜をつくればお客
様に喜んでいただけるのではないかと、アイデアを思いつくことがありま
す。実際に、アイデアを店長に提案し、商品化に向けて検討されているも
のもあります。自分のアイデアや仕事を通じて感じた意見を取り上げても
らえることは、仕事に対するモチベーションに繋がっています。

Ｑ
Ａ

Ｑ
Ａ

原信河渡店

才川店長

お話を
伺った方

※内容は取材時（H31.1)の内容になります。
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シニア人材活用事例❷  

　雇用だけではなく、地域のシルバー人材センターに作業を依頼してシニア人材を活用するという方法もあります。
実際に、シルバー人材センターに作業を依頼している企業と働いているシルバー会員の方にお話を伺いました。

白龍酒造 株式会社 
●所 在 地　新潟県阿賀野市
●事業内容　日本酒製造及び販売 
●創　　業　1839年（天保十年） 
●従業員数　25名

（公社）阿賀野市 シルバー人材センター 
●所 在 地　新潟県阿賀野市外城町10-5 阿賀野市福祉会館
●連絡先　0250-62-1365　　●会員数　384名

シルバー人材センターに作業を依頼しようと考えたきっかけは？

私どもの業務形態は時期による業務量の変動が大きいのですが、繁忙期（11
月～12月）の人員体制は、どうしても不足しがちでした。短期のアルバイト
を募集することも検討しましたが、応募が集まるかどうかわからない、その
ような中、人から「シルバー人材センターに頼んでみれば」と、教えても
らったことがきっかけです。

シルバー人材センターに依頼している作業内容

商品を詰めるギフトボックスや段ボールの箱折り、シール貼りなどをお願い
しています。

シルバー会員の方の仕事ぶりは、どうですか？

商品は、お客様に対する「贈り物」であり、商品を詰める箱についても、企
業として一定以上の品質を求めていますが、その基準は十分クリアしている
と思います。
また、シルバー会員の方は、仕事に対する責任を持って、しっかりと作業を
していただけるので、依頼する立場としても安心感があります。

Ｑ
Ａ

Ｑ
Ａ

Ｑ
Ａ

白龍酒造株式会社 

白井社長

お話を
伺った方

シルバー人材センターへの依頼① 利用企業の声

水・米・気候、そして磨かれた技で
造られる日本酒は贈答品として
も用いられます

　作業の依頼　

新たな人材活用
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シルバー人材センター活用のメリットは？

必要な時期に、スポット的に業務を依頼できることが最大のメリットです。

シニア人材活用を通じて、シニアの方にどのような印象をお持ちですか？

箱折り作業は、ずっと立った姿勢での作業になるため、最
初は「大変かな？」とも思いましたが、問題なく作業され
ています。今のシニアの方には、アクティブな印象を持っ
ており、働くことに年齢は関係ないと実感しています。
また、シルバー会員同士でのコミュニケーションも楽しま
れているようで、働くことを通じた『人との関わり』を大
切にされていると思いました。

Ｑ
Ａ

Ｑ
Ａ

働こうと思ったきっかけは？

65歳で定年になるまで、ホテルの従業員として予約受付業務をしていまし
た。定年後、２年間くらい働いていなかったのですが、やはり何かをした
いと思うようになり、シルバー会員に登録しました。

シルバー会員として働くことのメリットは？

働きたいときに働くことができる、自分のサイクルで働けるということが
メリットだと感じています。
また、同年代や自分よりもご年配の方と一緒に働く機会が多いので、自分
も頑張ろうというモチベーションに繋がっています。

仕事で、これまでの経験や知識が活かせたことは？

サービス業に長く従事してきたので、お客様対応の経験で得られたコミュ
ニケーションスキルは、初めての作業場所や初対面の方と仕事をする際に
役立っていると思います。

働く前に不安に感じていたことは？また、実際に働いてみてどうでしたか？

自分にできる仕事があるだろうかということが、一番心配でした。白龍酒
造様のギフトボックスの箱折り作業も、ギフトボックスがどのようなもの
かイメージできず、最初は心配でしたが、説明を受けて「これなら、でき
る。」と思いました。
長時間立ち姿勢の仕事になりますが、適度に休憩をとるので、全然苦には
ならないです。ホテル従業員時は座った姿勢での業務だったので、逆に動
きながら仕事をしたいと、ずっと思っていました（笑）

Ｑ
Ａ

Ｑ
Ａ

Ｑ
Ａ

Ｑ
Ａ

シルバー人材センターへの依頼② シルバー会員の声

阿賀野市シルバー会員

古川ちい子さん（68歳）

仕事の予定を
カレンダーに書ける

ことがうれしい!
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箱折りの作業風景

お仕事で心掛けていることは？

贈答用の箱ということで、貰った方が喜ぶところを想像しながら、箱もしっかりとした品質となるよ
う丁寧な作業を心掛けています。

働く前と働いた後で、生活や気持ちに変化はありましたか？

収入があることで、生活にゆとりはできたと思います。ランチで少し贅沢したり、孫にお小遣いをあ
げることができるのがうれしいです。
また、仕事を依頼されることで、自分が誰かに必要とされていることを実感できます。「働くように
なってから、生き生きとしているね」と家族からも言われるようになりました。

いつまで、働き続けたいと思いますか？

あと５年は働きたいと思っています。そのためにも健康には気をつけたいと思います（笑）

Ｑ
Ａ

Ｑ
Ａ

Ｑ
Ａ

※内容は取材時（H31.1)の内容になります。

にいがたシニア活躍応援団

このほか、「働きたいシニアのための
ガイドブック」でも働くシニアの声を
紹介しています。

自分に合った働き方を探そう

働きたいシニアのためのガイドブック

何かの役に立ちたい、

そんな想いに応えます。

新潟県生涯現役促進地域連携事業・厚生労働省委託事業

（公社）新潟県シルバー人材センター連合会／新潟県／新潟県生涯現役促進地域連携協議会
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公益社団法人シルバー人材センターの紹介

１．シルバー人材センターとは
　地域の高齢者が「自主・自立、共働・共助」の理念のもと、

❶長年培った知識・経験・技術を活かして
❷豊かで積極的な高齢期の生活と社会参加による生きがいを充実する
とともに、　

❸地域に活力を生み出し、地域社会の福祉と活性化に寄与すること
を目的としています。

 ２．シルバー人材センターの会員とは
会員は定年退職をした方、健康維持や社会貢献をしたいと考えている方、家事経験を活かす女性など、今まで培っ

てきた自分の能力や特技・経験を地元で発揮出来る活躍の場を求めている方々です（60歳以上）。

３．シルバーの働き方
シルバー人材センターの就業は、臨時的・短期的な就業を基本としているため、仕事によっては複数の会員によ

るグループ就業やローテーション就業となります。
目安としては、概ね月10日以内で、軽易な業務については週20時間以内としています。
仕事の内容に応じて、請負・委任契約、労働者派遣、職業紹介など様々な形でお客様のニーズに合った会員を紹

介します。

４．発注するには

まずはお気軽に、各地域のシルバー人材センターへお問い合わせ
ください。

仕事内容等、条件をお聞かせいただいた上で料金や会員の紹介等につい
てご相談させていただきます。

インターネットでも頼みたい仕事をお気軽にお申し込みになれます。

５．発注時の注意点
①‌�仕事は基本的に請負又は委任による就業ですが、事務所の社員と混在して就業することや、発注者の指揮命令

の下で就業する仕事は、労働者派遣事業や職業紹介事業をご活用いただきます。
②危険・有害な仕事は、お引き受けしておりません。

シルバー人材センター活用の詳細につきましては各センターにお問い合わせください。

シニアの豊富な
知識・経験・技能を
ご活用ください

シルバーしごとネット▶https://shigoto.sjc.ne.jp

24時間受付
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事業のしくみ
シルバー人材センターは、企業、家庭、官公庁など

から業務を受注し、それらを、請負、委任、派遣、職
業紹介の形態により、臨時的かつ短期的な就業又はそ
の他の軽易な就業を希望する高齢者（会員）に、働く
場を提供します。

※�配分金とは、請負、委任の対価として会員に支払われる報酬
をいいます。

　‌�労働者派遣により業務を遂行する場合、賃金は派遣元事業主
（連合本部）が会員に支払います。

　職業紹介により雇用された場合、賃金は発注者が支払います。

臨時的・短期的な業務 おおむね月10日程度以内

軽易な業務 おおむね週20時間を
超えないことを目安

シルバー人材センターは公益法人であり、営利目的とする団体でないことはもちろん、それ以上に高齢社会を支
える大きな役割を果たしている公共的・公益的性格を有する団体です。

ア 阿賀野市シルバー人材センター 0250-62-1365
阿賀町シルバー人材センター 0254-92-2103
糸魚川市シルバー人材センター 025-552-9954
魚沼市シルバー人材センター 025-792-3778
小千谷市シルバー人材センター 0258-82-6550

カ 柏崎市シルバー人材センター 0257-24-2148
加茂市シルバー人材センター 0256-53-1772
五泉市シルバー人材センター 0250-43-5911

サ 佐渡シルバー人材センター 0259-24-1212
三条市シルバー人材センター 0256-34-2526
新発田地域シルバー人材センター 0254-22-1010
上越市シルバー人材センター 025-522-2812

タ 燕市シルバー人材センター 0256-64-2483
十日町地域シルバー人材センター 025-752-0888

ナ 長岡市シルバー人材センター 0258-35-2380
新潟市シルバー人材センター 025-241-3541

マ 見附市シルバー人材センター 0258-62-0609
南魚沼シルバー人材センター 025-772-4973
妙高市シルバー人材センター 0255-72-0610
村上地域シルバー人材センター 0254-53-6486

ヤ 弥彦村シルバー人材センター 0256-94-5144

お住まいの地域のシルバー人材センターへ
お電話でお気軽にお問い合わせください企業・団体・家庭の皆さまからの

お仕事募集中‼
★�地域の高齢者が、皆さまからのお仕事を
待っています。
★�シルバーに発注することは、地域貢献に繋
がります。

ちょっとしたお仕事でも結構です。県
内約21,000名の経験豊かな会員が、
あなたのお困りごとにお応えいたしま
す。お住まいの地域のシルバー人材
センターへお電話ください。

●サ ー ビ ス 分野 清掃、洗濯、高齢者支援、育児支援など

●事 務 分 野 筆耕・宛名書き、受付など

●専 門 技 術 分 野 パソコン、経理事務など

●管 理 分 野 施設管理、駐車・駐輪場管理など

●技 能 分 野 植木剪定、冬囲い、家屋内外工事など

●折衝・外交分野 検針、集金など

●一 般 作 業 分 野 除草・草刈り、包装・梱包作業など

※お仕事は、請負・委任または派遣でお引き受けします。
※センターによっては仕事内容が異なります。

企業、家庭、官公庁
など（発注者）シルバー人材センター

臨時的かつ短期的な就業又は
その他の軽易な就業を希望する
原則60歳以上の高齢者（会員）

❶業務の発生

❹料金の支払い

❺配分金・
　賃金の
　支払い※ ❸請負、委任、派遣、

　職業紹介の形態に
　よる業務の遂行

❷業務遂行
　の依頼

お仕事の
一例です

〒950-0994　新潟市中央区上所2-2-2 新潟ユニゾンプラザ2F
TEL.025-281-5553　

新潟県シルバー人材センター連合会 検索公益社団法人 新潟県シルバー人材センター連合会
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Ⅳ
支 援 制 度



セミナー等の開催
シニア人材活用セミナー
これまで培った経験などシニアの強みを活用するノウハウと、雇用管理に関する知識や制度の内

容等を学ぶためのセミナーを開催

シニア限定合同企業説明会
就業を希望するシニアとシニア人材活用を考えている企業とのマッチングや懇談・交流等の場と

して、シニアに限定した合同企業説明会を開催

上記のセミナー等の開催スケジュールは、こちらのホームページから確認できます

 にいがたシニア活躍応援団ホームページ：https://www.niigata-geneki.jp/ �

 お問い合わせ先 �
新潟県生涯現役促進地域連携協議会事務局（公益社団法人新潟県シルバー人材センター連合会内）
☎025-281-5553

相談による支援
65歳超雇用推進プランナー・高年齢者雇用アドバイザー
高年齢者の雇用に関する専門知識や経験等を持っている外部の専門家※が、企業の現状をお聞き

し、高齢者の戦力化に役立つ提案をします。

※�企業の人事労務管理等の諸問題の解決に取り組んだことのある人事労務担当経験者、経営コ
ンサルタント、社会保険労務士、中小企業診断士、学識経験者など

（１）提案サービス（無料）
将来に向けた高齢者戦力化のための定年引上げや継続雇用延長等の制度改定に関する具体的な提

案を行っています。
●課題の洗い出し　　　　　　　　　　　　●具体的な課題解決策の提案
●制度見直しのメリットを見える化　　　　●制度整備に必要な規則例等の提供

1

2 雇用継続

新たな人材活用
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（２）相談・助言サービス（無料）
高齢者の活用に必要な環境の整備に関する専門的かつ技術的な相談・助言を行っています。
●人事管理制度の整備に関すること　　　　●賃金、退職金制度の整備に関すること
●職場改善、職域開発に関すること　　　　●能力開発に関すること
●健康管理に関すること　　　　　　　　　●その他高年齢者等の雇用問題に関すること

（３）企画立案サービス（有料）※

専門性を活かして人事・労務管理上の諸問題について具体的な解決案を作成し、高齢者の雇用・
活用等を図るための条件整備をお手伝いします。

（４）就業意識向上研修サービス（有料）※

中高齢従業員の就業意識の向上等を支援するために、事業主の要望に合った研修プランをご提案
し、研修を行います。

※独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構が経費の１/２を負担

 お問い合わせ �
独立行政法人 高齢・障害・求職者雇用支援機構新潟支部
高齢・障害者業務課　☎025-226-6011
http://www.jeed.or.jp/location/shibu/niigata/

助成金
（１）特定求職者雇用開発助成金

特定就職困難者コース（60歳以上65歳未満）
高年齢者、障害者、母子家庭の母などの就職困難者をハローワーク等の紹介により、継続して雇

用する労働者（雇用保険の一般被保険者）として雇い入れる事業主に対して助成されます。

［高年齢者を雇い入れた場合の支給額］
＊１人あたり60万円（中小企業以外50万円）
＊短時間労働者※は40万円（中小企業以外30万円）

生涯現役コース
雇い入れ日の満年齢が65歳以上の離職者を、ハローワーク等の紹介により、１年以上継続して雇

用することが確実な労働者（雇用保険の高年齢被保険者）として雇い入れる事業主に対して助成さ
れます。
＊１人あたり70万円（中小企業以外60万円）
＊短時間労働者※は50万円（中小企業以外40万円）
※１週間の所定労働時間が20時間以上30時間未満の者

 お問い合わせ �
最寄りのハローワーク
新潟W

ワ ー ク

ORK N
ナ ビ

AVI：https://jsite.mhlw.go.jp/niigata-hellowork/

3 新たな人材活用
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（２）65歳超雇用推進助成金

65歳超継続雇用促進コース
　65歳以上への定年引上げ、定年の定めの廃止、希望者全員を対象とする66歳以上の継続雇用を
実施する事業主に助成

[主な支給要件]
●就業規則で定めている定年年齢について、旧定年年齢を上回る年齢に引き上げること。
●定年の引上げの実施に対して、専門家へ委託費の経費支出があること。
　また、改定後の就業規則を労働基準監督署へ届け出ること。
●１年以上継続して雇用されている60歳以上の雇用保険被保険者が１人以上いること。
●高年齢者雇用推進者の選任及び高年齢者雇用管理に関する措置を実施する。

助
　
成
　
額

（単位：万円） 65歳への 
定年引上げ

66歳以上への
定年引上げ

定年の
廃止

66～69歳の
継続雇用の引上げ

70歳以上の
継続雇用引上げ

引き上げた
年数対象

被保険者数

５歳
未満 ５歳 ５歳

未満
５歳
以上

４歳
未満 ４歳 ５歳

未満
５歳
以上

１～２人 10 15 15 20 20 ５ 10 10 15

３～９人 25 100 30 120 120 15 60 20 80

10人以上 30 150 35 160 160 20 80 25 100

※定年引上げと継続雇用制度の導入を合わせて実施した場合、支給額はいずれか高い額

高年齢者無期雇用転換コース
　50歳以上かつ定年年齢未満の有期契約労働者を無期雇用に転換した事業主に助成

[助成額]
対象者１人につき、以下の額を支給　※１支給年度１適用事業所あたり10人までを上限

生産性要件を満たした場合　　　　：　60万円（中小企業事業主以外は48万円）

生産性要件を満たさなかった場合　：　48万円（中小企業事業主以外は38万円）

高年齢者評価制度等雇用管理改善コース
　高年齢者の雇用管理制度の整備（短時間制度の導入、高年齢者に係る賃金・能力評価制度の構築、
法定外の健康管理制度の導入等）を実施した事業主に助成

[助成額]（※雇用管理制度の導入等に要した経費は、初回に限り50万円とみなす）

雇用管理制度の導入等に要した経費の額に、以下の助成率を乗じた額

生産性要件を満たした場合　　　　：　75％（中小企業事業主以外は60％）

生産性要件を満たさなかった場合　：　60％（中小企業事業主以外は45％）

 お問い合わせ �
独立行政法人 高齢・障害・求職者雇用支援機構新潟支部
高齢・障害者業務課　☎025-226-6011
http://www.jeed.or.jp/location/shibu/niigata/

雇用継続
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Ⅴ
セミナー、マッチングイベント等の様子



自分のライフスタイルに合った働き方を考えているシニアと、シニアの豊富な知識
や幅広い経験を活かしたいと考えている企業、それぞれに向けて各種セミナー等を実
施しているほか、両者のマッチングイベントも開催しています。
これまでに開催した内容を少しだけご紹介します。

１  企業向けシニア人材活用セミナー

第一部
ナレッジメントデザイン

加藤　誠　様

第二部
パートナーズプロジェクト社会保険労務士法人

髙野　洋子　様

　「企業の持続的発展のための人材活用戦略」（第一部）と、「高齢者雇用
のための労務管理」（第二部）の二部構成で実施しました。
　第一部では、シニア人材の活用にあたっては、自社の経営環境や方向
性を見つめ直した上で、どういった業務でシニアの経験値や人脈を最大
限活かすことができるか、よく検討することが重要とのお話がありました。
　第二部では、従業員が70歳以上も働ける仕組みづくりとして、キャリ
アパスや能力評価制度等に関する就業規則の整備のほか、健康づくりや
体力づくりの観点にも配慮が必要とのお話がありました。
　受講した企業の担当者からは、「異業種の担当者と意見交換ができ、大
変参考になった」、「今後新たにシニア人材を活用してみたい」といった
声が聞かれました。

　企業の人手不足に対応するため、新たなシニア人材の活用に関
するセミナーを開催しています。セミナーでは、参加者同士で意
見交換を行いながら、自社におけるシニア人材活用の可能性を検
討していただきます。

２  シニアと企業のマッチングイベント

参加企業による事前説明の様子

企業ブースでは、熱心に
質問をする様子が見られました

　県内のコンビニ、スーパー、ホームセンター、ガソリンスタンド等の企
業が参加し、就業を希望するシニアを対象とした合同説明会を行いました。
　はじめに各社から、自社の雰囲気や仕事内容などのPRを行っていた
だいた後、参加者から好きな企業のブースに回っていただき、就労条件
等について個別に質問や相談を行っていただきました。
　参加したシニアの方からは、「求人を見て応募するのとは違い、気軽な
気持ちで相談ができた」、「高齢の自分でも働けることが実感できた」と
いった声が聞かれました。
　また、参加した企業からは、「求人を出してもなかなか人が集まらず、苦
労していたが、シニアの生の声を聞くことができ、とても有意義だった」、

「募集方法の工夫など、今後に生かしたい」といった声が聞かれました。
　本イベントを通じて、実際に就業につながったケースもあり、シニア
の就業が増えていくことが期待されます。

　就業を希望するシニアと、シニア人材の活用を考えている企業
とのマッチングや懇談・交流等の場として、合同企業説明会を開
催しています。
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（２）ライフプランセミナー

　ファイナンシャルプランナー酒井 和美様を講師に迎
えて開催しました。
　ライフプランとは、「『生涯生活設計』のこと。人生
は山あり谷あり、上手に乗り切るために将来の生活状
況や環境の変化を予測して生涯設計をすることが大切
だ」との説明がありました。
　また、統計データを用いながら、退職後のライフプ
ランを学び、公的年金＋αの収入（就労収入）の必要
性を実感していただきました。
　参加された方からは、「ライフプランを立てた上で、
今後の働き方を考えたい」、「60歳以上になっていくの
が不安で楽しくないと思っていましたが、道しるべと
なるセミナーでした」、「今後の生活に役立つお話でした。
自分の中に取り入れ、先を見て暮らしていこうと思い
ました」との感想が寄せられました。

３  シニア向け生涯現役セミナー

予定を上回る多くの方が参加されました ストレッチ体操に取り組む様子

講義の様子

（１）いきいき健康講座

　新潟医療福祉大学大学院　西原 康行　教授を講師に迎えて「いきいき健康講座　ストレッチ体操で健康の質を上
げよう！」を開催しました。
　セミナーでは、近年、平均寿命が伸びてきたことなどにより「健康観」も変わり、「単に病気にならないための生
活を送るだけでなく、『生きがい』や『生活の質』を意識しながら毎日を過ごすことで、より充実した豊かな生活を
送ることができる」との説明がありました。
　その後、簡単なストレッチ体操や新聞紙、風船を用いた運動を実践しました。定員を大きく超える申込みがあり、
好評の中終わりました。

　生涯現役でいるために、何が大切かを考えていただくため、健康・生活・仕事などをテーマにセミナーを開
催し、自分に合ったライフスタイルや働き方を考えていただくきっかけづくりを行っています。
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（３）にいがた生涯現役フォーラム

　生涯現役セミナーと人材活用セミナーの拡大版として、『そうだったのか！シニアの働く意味～幸せと健康の心理
学』と、『シニアの働き方・働いてもらい方』の二部構成にてフォーラムを開催しました。
　第一部では、新潟青陵大学　碓井 真史　教授を講師に迎えて、シニアの働く意味について、心理学の視点からご
講演いただきました。
　第二部では、㈱コメリ様から、シニアの方が実際に活躍している実例をご紹介いただきました。
　当日は140名を超える参加者からお集まりいただきました。講演終了後も、会場外に設置された展示・相談コー
ナーで個別相談を行う方や、セミナーチラシを取る姿が多く見られ、参加者の就労に関する関心の高さがうかがえ
ました。

●参加者からの声（アンケートより）
・毎日の生活で出会い・喜びを発見・感謝し、前向きに自分のできることを探すきっかけになった
・今までは引きこもり主婦でしたが外に出てまた働きたくなりました
・健康のため、趣味あるいは仕事を通して社会とつながりを持って毎日を過ごしたい
・幸せな人の意味がわかった。人生に定年なく進みます
・シニア人材活躍事例は、その着眼点と計画から実行まで一連の取り組みに学ぶことが多くて役に立ちました　

フォーラムの様子 第一部　碓井 真史　教授
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４  シニア向け仕事セミナー

守秘義務などの必要事項を講義で学びました 子ども達を迎える前に１日の活動の流れに
ついて説明を受けました

（１）放課後児童クラブのしごと

　放課後児童クラブを運営する（福）柏崎市社会福祉協議会様からご協力いただき、児童クラブ補助員としての役
割や心がけについて説明を受けました。
　その後、児童クラブに移動し、実際のクラブの様子を見学しました。小学校が終わった時間になると「ただい
まー！」と、続々と来る子どもたちを、指導員や補助員と一緒に参加者も出迎えました。元気な子ども達の様子に
参加者から笑顔がこぼれました。
　参加した方は、「現場を見て良かった、私にもできそうと感じた」、「毎日ではなく、週１回位なら働けるかも」な
どの感想が聞かれました。

　「これからすぐに働き始めたい」方はもちろん、「少しでも役に立てる働き方があれば…」、「決めたわけでは
ないけれど、ちょっと覗いてみたい」といったシニアの方も対象に、さまざまな仕事に関するセミナーを行っ
ています。セミナーでは単に仕事の説明を聞くだけでなく、業務の模擬体験等の時間を設けています。

庭木の剪定方法について、車座になって
講義を受ける様子

実際に剪定作業も行いました

（２）庭木の剪定体験

　Ｒにいがた㈱様を講師に迎え、 初心者の方を対象に、剪定の時期、道具の使い方、作業の安全管理等、庭木の剪定
に係る基本的な講義を行いました。講義後は、実際に剪定鋏や刈り込み鋏を用いて実技を行いました。
　参加者からは、「剪定の基本的な知識を得られ有意義な体験が出来て良かった」、「自力で剪定出来るようになりた
い」、などの感想が寄せられました。

29



高齢者施設での運転業務のポイントに
ついて学びました

送迎車両のリフト操作を体験しました

（３）送迎運転のしごと

　（福）上越老人福祉協会　介護老人保健施設高田の郷様のご協力を得て、高齢者施設での送迎の業務について学び
ました。講義では運転員として必要な知識や心がけについて説明いただいた後、施設の見学、送迎車両のリフト操
作体験を行ったほか、実際に働いているシニアの方の様子も見学しました。
　参加した方からは、「働いている方の仕事ぶりに、とても好感が持てました。」との感想が聞かれました。

仕事の内容について説明を受ける様子 レジ打ち体験には大勢の方が列を作りました

（４）コンビニのしごと

　㈱セブン-イレブン・ジャパン様を迎え、商品の陳列や店内外の清掃などの仕事の説明を受けたほか、同社で働く
シニアの方のインタビュー映像を視聴しました。
　その後、同社で実際に使っているレジを用いて、操作体験を行いました。
　参加した方からは、「レジの操作が思っていたより簡単だった。」「業界に興味が出てきた。」といった感想が聞かれました。
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Ⅵ
セミナー参加者動向調査結果について



Q１ 現在の状況を教えてください。

Q２ どのような職種に就いていますか（希望する職種は）？

Q３ どのような働き方ですか（希望する働き方は）？

セミナーにご参加いただいたシニアの皆様（55歳以上の方）に、その後の状況をお聞きしました。

　セミナー前から同じ職に就いている方が33.8％、セミナー受
講後に就職した方が21.0％と、現在働いている方は、計54.8％
となっています。
　また、求職活動中の方が7.9％、今後求職活動をするという
方が14.8％と、現在求職を考えている方は計22.7％となってい
ます。
　現在働いている方と求職を考えている方を合わせると、
77.5％に上り、求職活動をしないと答えた方の22.6％を大きく
上回る結果となりました。

また、セミナー受講後に就職した方に、求職活動の期間を聞
いたところ、66.5％の方が６か月以内に就職したとのことでした。

セミナー前から
同じ職
33.8%

セミナー
受講後就職
21.0%求職

活動中
7.9%

今後求職
活動する
14.8%

求職活動
しない
22.6%

現在の状況

受講後に働いた方の求職活動期間は？
１位 ３か月以内�（38.2％）
２位 ４～６か月�（28.3％）
３位 ７～12か月�（17.8％）

現在働いている方は専門・技術を生かせる仕事や事務、サービス職が上位に入っています。
現在求職を考えている方は、それに加えて販売職や運搬・清掃・包装職も希望する声が聞かれました。

現在働いている方
セミナー受講前から働いている方 セミナー受講後に働いた方

１位 専門・技術�（17.1％） １位 事務� （13.9％）
２位 サービス� （14.7％） ２位 専門・技術�（12.6％）
３位 事務� （11.4％） ３位 サービス� （11.9％）

現在求職を考えている方
１位 事務� （21.3％）
２位 専門・技術� （11.0％）

３位
販売� （10.4％）
運搬・清掃・包装�（10.4％）

現在働いている方、求職を考えている方、いずれもパート・アルバイトが１位で、次いで契約・派遣・嘱託が
２位、シルバー人材センターが３位となっています。

現在働いている方
セミナー受講前から働いている方 セミナー受講後に働いた方

１位 パート・アルバイト�（38.0％）１位 パート・アルバイト�（61.8％）
２位 契約・派遣・嘱託� （19.2％）２位 契約・派遣・嘱託� （19.7％）
３位 シルバー人材センター（18.8％）３位 シルバー人材センター�（  7.2％）

現在求職を考えている方
１位 パート・アルバイト�（70.1％）

２位 契約・派遣・嘱託� （12.2％）

３位 シルバー人材センター�（11.0％）

セミナー参加者 動向調査結果について
調査期間 R２.５月〜６月
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現在働いている方は、５～７時間が１位、３～４時間が２位、８時間以上が３位となっています。
一方、現在求職を考えている方は、３～４時間が１位、５～７時間が２位、１～２時間が３位と、短時間での

就業を希望する方が多いことが伺えます。

現在働いている方
セミナー受講前から働いている方 セミナー受講後に働いた方

１位 ５～７時間（38.0％） １位 ５～７時間（44.7％）
２位 ３～４時間（24.5％） ２位 ３～４時間（32.2％）
３位 ８時間以上（16.3％） ３位 ８時間以上（15.1％）

現在求職を考えている方
１位 ３～４時間（56.1％）

２位 ５～７時間（33.5％）

３位 １～２時間（  3.7％）

現在働いている方も、求職を考えている方も、１位が４～５日、２位が２～３日となっています。
現在働いている方では、不定期という方も見受けられます。

現在働いている方
セミナー受講前から働いている方 セミナー受講後に働いた方

１位 ４～５日（34.7％） １位 ４～５日（51.3％）
２位 ２～３日（31.4％） ２位 ２～３日（23.7％）
３位 不定期　 （  8.6％） ３位 不定期　 （  6.6％）

現在求職を考えている方
１位 ４～５日（56.1％）

２位 ２～３日（35.4％）

３位 ６～７日（  1.2％）

現在働いている方のうち、セミナー受講前から働いている方は、１位が５万円未満、２位が５～９万円となっ
ています。一方、セミナー受講後に働いた方と現在求職を考えている方は、１位が５～９万円２位が５万円未満
となっています。

またいずれの場合も10～14万円が３位となっています。

現在働いている方
セミナー受講前から働いている方 セミナー受講後に働いた方

１位 ５万円未満　（28.2％） １位 ５～９万円　（38.8％）
２位 ５～９万円　（25.7％） ２位 ５万円未満　（21.1％）
３位 10～14万円（18.4％） ３位 10～14万円（16.4％）

現在求職を考えている方
１位 ５～９万円　（39.0％）

２位 ５万円未満　（29.9％）

３位 10～14万円（16.5％）

現在働いている方、求職を考えている方、いずれも勤務日数・時間が１位で、次いで職種が２位、経験が生か
せることが３位となっています。

現在働いている方
セミナー受講前から働いている方 セミナー受講後に働いた方

１位 勤務日数・時間（31.5％） １位 勤務日数・時間（40.0％）
２位 職種　　　　　 （19.2％） ２位 職種　　　　　 （21.9％）
３位 経験が生かせる（17.6％） ３位 経験が生かせる（16.2％）

現在求職を考えている方
１位 勤務日数・時間（54.9％）

２位 職種　　　　　 （21.3％）

３位 経験が生かせる（  9.8％）

Q４ １日の労働時間は（希望する労働時間は）？

Q５ １週間の労働日数は（希望する労働日数は）？

Q６ １か月の賃金は（希望する賃金は）？

Q７ 働く上で重視したことは（重視することは）？
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自　由　意　見

 ■ 働く事で健康に！

 ■ 働く事で生きがいを持てる！

 ■ 働く事で収入を得られる！

 ■ 新しい事にチャレンジしましょう！

働く事で生活のリズムが出来、動く事で体にも良
いと思う。出来たら70歳まで働いて行きたい。
� 57歳・女性

働ける条件が揃っている時は可能な限り働いて社
会と関わっていた方が良いと思います。60歳で退
職した時に家族より「定年ウツ」みたいと言われ
ました。今は家事と適度な勤務でとても充実して
おります。� 63歳・女性

心身安定の為には働く事が重要です。又、家族円
満の秘訣である様に思います。� 66歳・男性

人生、生涯現役。元気であればいつまでも仕事が
出来るというのを胸に元気に明るく楽しみながら
仕事を続けております。「元気→働ける→元気」
のスパイラルですね、人生は…。� 68歳・女性

働いている事が元気に繋がる（自分の健康）。少
しでも社会貢献になる。家にいる事より社会・人
との繋がりを大切にしたい。生涯現役でいる事が
自身の幸せになる。� 70歳・男性

健康であれば働けるうちに働いて、いつまでも社
会と接点を結んでいる事が生きる張り合いにもな
ります。誰かの役に立ち必要とされることが、こ
の年になると幸せと感じます。� 62歳・女性

高齢者となると希望する職種や労働時間にマッチ
するものは、なかなかありません。そんな中でも
やってみたい職種が有れば気後れせず挑戦してみ
る事も大切かなと思います。そしてダメだったら、
その時はその時です。チャレンジも大事です。
� 62歳・女性

全く経験の無い新しい分野の仕事にチャレンジし
た事により苦労する点もあるが新たなやりがいも
得られた。また、社会とも関わり日々生き生き日
常生活を送っている。土・日・休日の休暇のあり
がたみが感じられ新鮮である。
� 62歳・男性

66歳の私でも健康ならば働く事が出来る事に感謝
しています。金額だけでなく、人様（仕事先の
方）に喜んでもらえる事が、とても嬉しい事で
す。自分の生活に無理のない程度ということも大
切なんだとも考えています。� 66歳・女性

パートの収入は２～３万程度ですが自由に使えて
夫婦の仲も良くなったように感じます。週に２日
間ですが生活にメリハリがあって生き甲斐があり
ます。� 71歳・女性

体が健康であれば無理のない程度に何らかの形
で社会と関わりを持っていた方が毎日の生活に
ハリが出てくると私の場合は思います。それに少
しでも賃金を得る事も嬉しいです。友人とランチ
したり旅行したり出来ますので楽しみの一つです。
� 71歳・女性
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働いて動くと体に良いと思います。そして人と話
したりする事も歳をとるとボケ防止にもなり良い
と思う。ですが職場では思っていた事とは違う事
が沢山あり仕事をする上で良く考えて職場を決め
る事が大切だと思います。先回参加した職業体験
は、今迄経験した事が無い分野でしたので勉強さ
せていただきました。ありがとうございました。
� 60歳・女性

社会に出て働く事の充実感があります。セミナー
に参加させていただき、生きる張り合いが出来ま
した。シルバー世代の人が活性化できる環境づく
り期待します。� 61歳・女性

セミナー受講後、早々にお仕事を頂きセミナー
で学んだ事が生かされたのが良かったです。こ
れからも地域・社会貢献の為にも頑張りたいと
思います。� 61歳・男性

健康で長生きする為には働く事に限らず、人との
繋がりを持つ事だと思います。定年までは自分の
為・家族の為。定年後は古いけれど「世の為、人
の為」をちょっと心掛けています。� 62歳・女性

現役世代とは仕事に対して体力、スピードは敵わ
ないかもしれませんが知識・技術の熟練を生かし
親切丁寧な対応を心掛ける。そんな自分を受け入
れてくれる仕事を見つける事が出来れば最高で
す！働く事によって社会との関わりが継続され、
生活の安定にも繋がります。� 66歳・女性

給料が入る。地域の人に喜ばれる。友人が増え
る。前職とは、まったく違う職種だが、特に問題
なくこなせるものです。� 62歳・男性

働く事は緊張感やハリがあり良い事と思います。
いずれにしても人間関係はどこでも付き物で少し
苦労しました。今後も高齢者の働く間口が広がる
事を願います。企業は65歳以上は、なかなか受け
入れが厳しいです。� 65歳・女性

履歴書を求人先へ送付しても年齢が問題で書類だ
けで断られる。面接をしてもらいたいがなかなか
難しい。� 66歳・男性

自分の労働能力を信じて疑わなかった。面接10
回オールダメでしたが、運よく今の職場に巡り合
えました。� 76歳・女性

内定が一件ありましたが新型コロナウイルスのた
めキャンセルしました。79歳ですが令和２年３月
31日まで現役で働いていました。職場の都合で退
職となりました。元気ですので良い職場が有れば
就職（パート）をと目指しています。シルバー会
員に入会したところです。� 79歳・女性

シルバーからの斡旋では様々な形態が有って、こ
ちらの希望に沿って働けるのでとても助かりま
す。現在は自分の知識・技術を十分使ってやれて
いるので、もう少し身体的・精神的な問題が無け
れば続けます。
� 71歳・男性

 ■ 地域貢献や社会参加になる！

 ■ セミナーも利用しよう！

 ■ シルバー人材センターも一つの手段！

 ■ 思い通りにならないことも！
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